
 
 
 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
ゲンジボタルを放流しました
10 月 19 日、センター土蔵で飼育

ンジボタルの幼虫を放流しました。
の乱舞は 5 月 31 日がピークでした
出合い～天花橋間 415 匹確認）。市教育委員会
許可を得てホタルを採取、採卵箱で
月 2 日より孵化が始まりました。流域
と大殿小学校児童が餌となるカワニナ
域住民や関係者による川の清掃も行われ

放流の集いに大殿小 3、4 年約 195
しました。大殿ホタルを守る会・福永俊明会長
拶の後、児童代表平田拓心君が「今
のホタルとふれ合ってきました。ホタル
手紙を書き、カワニナをとりにも行
の放流のバトンを、しっかりと次へとわたしてい
きたいと思います。」と挨拶。山口市教育委員会
岩城精二教育長（代理・磯部素男教育部次長
り祝辞、大殿ホタルを
守る会・岡田勝栄事務
局長による飼育経過報
告の後、子ども達は川
へ移動し約 13000 匹
の幼虫を放流。その存
在を心に留め見守って
いきたいものです。 
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銭湯小路と太子堂のはなし２

銭湯小路の名称の由来については
をしました。その銭湯小路に
ます。聖徳太子を祭った社といわれていますが
口町の町名由来考」には、弘法大師
を太子堂に誤り聖徳太子に付
との説もあります。 

しかし、平成 15 年ふるさと
恵氏の研究レポートで、大内氏
縁起の記述で、百済の琳聖太子
である聖徳太子に謁見するために
先祖となったという大内氏先祖伝承
とと、平安時代に観音菩薩の
承が確立して広く民衆レベルまで
建築・木工の守護神として崇拝
大工のほかに、左官、桶職人
職種の職人集団により太子講
われている。このことから、
聖徳太子を祭ったものであると
しょうか。 
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については前回の号でお話

に太子堂という社があり
といわれていますが、「山
弘法大師を祭った大師堂
付会したものではないか

ふるさと山口 24 号の斉藤智
大内氏の氏寺氷上山興隆寺

琳聖太子が観世音菩薩の化身
するために来日し、大内氏の

大内氏先祖伝承の基になったこ
の化身として聖徳太子伝

レベルまで浸透した。また、
崇拝され、江戸時代には

桶職人、鍛冶職人など様々な
太子講が盛んに営まれたとい
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山口ふるさと伝承総合センター発行 

〒753-0034  山口市下竪小路 12  

TEL 083-928-3333  FAX 083-932-1877 

E-mail y-densho@c-able.ne.jp 

URL http://y-densho.sblo.jp/ 

 

館内見学時間 

9:00～17:00  

入場料  無料  

 

12 月スケジュール                    

イベント案内           

ものづくり体験のご案内           

クリスマスと伝統工芸大内塗がコラボした飾り付け 

期 間：12 月 1 日（金）～25 日（月） 

・伝統工芸ツリー展示 

・イルミネーション（17:00～22:00） 

 日本に初めてキリスト教を伝えたサビエルは、山口を

中心に布教を行いました。1552 年 12 月 24 日、宣教師た

ちは日本人の信徒を招いてクリスマスを祝いました。 

「12 月、山口市はクリスマス市になる。」 

日本のクリスマスは山口から実行委員会により、一の坂

川交通交流広場に旧サビエル記念聖堂モニュメントが置

かれ、各会場でイベントが催されます。 

当センターでは伝統工芸ツリー等展示の他、期間中の

夜間、竪小路（まなび館）と飯田町（竪小路から一の坂

川へ抜ける小路）に面してイルミネーションを灯します

ので、お通りの際はお楽しみ下さい。 

サンタのお家作り 

サンタのお家の模型を作ります。 

日 時：12 月 10 日（日） 

①10:00～12:00 ②13:30～15:30 

定 員：各回 12 名（先着順） 

参加費：1,000 円 

ミニ門松作り 

お正月用に簡単なミニ門松を作ります。 

日 時：12 月 23 日（土）13:30～15:00 

定 員：20 名（先着順） 

参加費：800 円 

 
そば打ち体験 

打ったそば 3 人前をお持ち帰り 

日 時：毎月最終週、12 月は 27 日(水) 

13:30～16:00  

定 員：14 名（抽選にて選定） 

体験料：1,000 円（材料費含む） 

随時受付（そば打ち体験受付は 12月 20 日（水）まで）       

木工キット・布ぞうり道具販売中           

夏休みものづくり体験・木工コ

ースで好評だった「ヨーロッパ風

住宅のペン立て」組立キットを

1000 円で、布ぞうりの編み台を

1080 円で、数量限定で販売して

います。ご希望の方はお問い合わ

せください。 

海外技術研修員の陶芸研修            
ブラジルからの研修員・金崎理恵スージーさん

は日々陶芸を学んでいます。 
（金崎）センターの陶芸教室で竹重先生に教わ
り、毎日練習して段々上達し、作業も速くなりた
くさん作品をつくっています。 
「菊練り」をやっとおぼえました。やらないとヒ
ビが入ります。焼き上がりの色もイメージして、
思い通りにできるようになりました。 
宮野の明善窯でも大和潔さん、佳太さんから教

わっています。先生の手本の作品と全く同じもの
を作ろうとしますが難しいです。背の高い作品は
ぺちゃんこになったりします・・・まだまだです
ね。センターの教室と、それぞれやり方・教え方
が違う形なので、気づきがあったり、頭に入りや
すかったりします。  
ブラジルでは陶芸の作家や先生は少なく、イン

ディアンの村で鍋やお皿が赤い土で作られます
が、日本のようなア 
ート作品はありませ 
ん。ブラジルに戻っ 
て教えたり、作品を 
作ったりしたいです。 

 


